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１．はじめに

河川水辺の国勢調査スクリーニング委員会・動植物
プランクトンスクリーニンググループ（以下スクリー
ニンググループとする）では、本邦のダム湖に出現す
る動植物プランクトンについて、分類学的に検討を行
い、モニタリングが適切かつ円滑に実施できるよう検
討を重ねてきた。その一環として、植物性プランク
トンに関しては2012年にモニタリングで準拠すべき
チェックリストを提案し、国立科学博物館のホーム
ページで公開する（辻 & 新山 2013-2018）とともに、
学会などで紹介し、改善を図ってきた。このチェック
リストに基づく同定は2017年度から本番移行し、現
在ではダム湖の植物性プランクトンの同定にあたって
は、このチェックリストに基づいて行うことになって
いる。

一方、スクリーニンググループにおいて、同定上の
問題として指摘された分類群については、過去の経緯
を引きずっているものが多く、毎年のように同じ指摘
事項が繰り返されている。また、スクリーニンググ
ループの改善意見に対して、過去との継続性を理由に
疑問が呈されることもある。そこで、本論では「ダム

湖のモニタリングにおいて同定上の注意を要する種」
として、過去のスクリーニンググループにおいて問題
になった種についてその分類学的現状について検討し
た。

2．問題となる珪藻種の分類学的検討

（1）Aulacoseira pusilla種群
本邦のダム湖等の調和型水域にプランクトンと

して出現する小型のAulacoseira属種については、A. 
distans、A. nivalis、 A. pfaffiana等、あるいはSimonsen 

（1979）による組み換え以前のMelosira属名など、様々
な学名で同定されてきた。これらの種は直径が10µm
以下で、殻面にランダムな胞紋が見られる事が特徴
で、形態的特徴に乏しく、正確な同定には走査型電
子顕微鏡（SEM）が必要である。また、これらの種群
は、過去にA. distansの変種として扱われたため、分類
が不明なときに全ての変種を含むものとしてA. distans
に当てることも行われてきた。そのために問題が複
雑化している。A. distansは、有名なC. G. Ehrenberg
が珪藻土から化石として記載した。タイプは、すで
に調べられていて（Crawford & Likhoshway 1999; 辻 
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2006）、現生では出現しないとされている。A. nivalis、 
A. pfaffiana に つ い て も 著 者 ら（Tuji 2010; Tuji & 
Williams 2006） によってタイプが調べられていて、両
種はシノニム関係であり、本邦では屋久島や尾瀬の
湿原で出現するとされている。しかし、A. nivalis、A. 
pfaffianaについては本邦のダム湖を含む調和型水域で
の出現報告が多かったため、スクリーニンググルー
プにおいて本当にダム湖で出現しないかどうか疑問
が呈された。そのため、財団法人ダム水源地環境整
備センター（当時）および水源地生態研究会の協力の
下、全国の109カ所のダム湖から集めた試水をSEMを
用いて、網羅的に小型のAulacoseira属種について検討
した（Tuji 2015）。その結果、ダム湖からはA. pusilla
が42ダム湖 （図1-5, 14, 15）、A. tenellaが12ダム湖（図
6-11, 12, 13）から出現したが、A. nivalis、A. pfaffianaを
含む他の小型のAulacoseira属種は見いだされず、過去
の両種の報告は誤同定の可能性が高いと考えられた。
両種は酸処理を行い永久プレパラートを作成したとき
には殻縁の胞紋数と偽隔壁の有無によって明確に区別
できる（図1-15）が、チェックリストの前提条件であ
る未処理試料を用い40倍の対物レンズで観察する条
件では区別が難しいと考えられたため、スクリーニン
ググループのチェックリストでは両者を含めて「401-
5 Aulacoseira pusilla群」として扱うことにした。「日本
の水道生物」（日本水道協会 1993）でA. distansとされ
ているものは、A. pusillaである。

（2）Aulacoseira ambigua - italica 問題
このAulacoseira ambigua - italica 問題については、

小林ら（小林 & 野沢 1981; 1982）が詳しく議論してい
る。この問題は日本で幅広く用いられてきたHustedt
のモノグラフ（Hustedt 1930）の図に問題があり、A. 
ambiguaがA. italicaと誤同定をされたことに起因する。
1960年代から1970年代にかけてほとんどの解説が、A. 
ambiguaをA. italicaとして紹介していた。この問題に
関しては、小林らの80年代初頭の研究でひとまずは
解決したが、応用的にはその後も誤用が続いた。「日
本の水道生物」（日本水道協会 1993）でA. italicaとさ
れているものも、A. ambiguaである。A. italicaは、本
邦では釧路湿原等の湿原や腐植性湖沼において、付着
性珪藻として出現する。この様に生態が明らかに異な
る種を混同することは、生態情報の蓄積という面でも
大きな弊害がある。

（3）Melosira japonica問題
本邦の螺旋型を形成するAulacoseira分類群につい

て は、 長 年、Melosira granulata var. angustissima f. 
spiralisあるいはそれを組み換えたAulacoseira granulata 
var. angustissima f. spiralisと 同 定 さ れ て き た（ 日 本
水道協会 1993）。この問題もHustedtのモノグラフ

（Hustedt 1930）において螺旋型の群体を描かれた図
がMelosira granulata var. angustissima f. spiralisのみで
あった事に起因すると考えられる。このHustedtの
図も殻端に棘が描かれていないことから記載ミスと
考えられる。一方、Hustedtのモノグラフの後継と
なるKrammer & Lange-Bertalot （2000）も螺旋型群
体としてはA. granulataのみを掲載している。しかし、
Krammer & Lange-Bertalotの示す写真では殻端に
棘が存在することから、A. granulataであることが分
か る。Krammer & Lange-Bertalotに は、A. ambigua
の螺旋型群体の写真は掲載されていない。辻& 伯耆 

（2001）は、琵琶湖の螺旋型群体を形成するものは、
微細構造から見て全てA. ambiguaであるとした。また、
A. pusillaの検討で用いた109カ所のダム湖から集め
た試水からもA. granulataの螺旋型群体は見つからず、
螺旋型群体は全てA. ambigua（図16）であった（辻　未
公表）。一方で辻は印旛沼からやや不規則な螺旋型群
体（図17）を形成し殻端に棘（図18）が存在する本物
のAulacoseira granulata f. spiralis を見つけている（辻 
2006）。 そ の た め、 本 邦 のAulacoseira granulata var. 
angustissima f. spiralisの出現記録をすべてA. ambiguaと
読み替えるのは不正確である。また、現在までに明ら
かにAulacoseira granulata f. spiralisと同定できるのは
この印旛沼の報告のみである。

一方、Meister （1914）は諏訪湖からこの螺旋型群
体をM. japonicaとして記載している。そのため、M. 
japonicaの名前がA. ambiguaの螺旋型群体に対して
用 い ら れ る 事 も あ っ た。Aulacoseira granulata var. 
angustissima f. spiralisとされてきたA. ambiguaの螺旋
型群体と直線状群体を形成する個体では、微細構造に
違いは見つからない。そのため、Krammer & Lange-
Bertalot （2000）では螺旋型群体と直線状群体を同じ
分類群としている。しかし、両者では螺旋型群体を形
成するものがより浅い富栄養化した水域で見られる事
から、Tuji & Williams （2007）は螺旋型群体を形成す
るものをAulacoseira ambigua f. japonica （F. Meister） 
Tuji & D.M.Williamsとして組み換えた。Meisterの
M. japonicaが後続異名であったことから、現在は
Aulacoseira ambigua f. japonica Tuji & D.M.Williamsと
して扱われている。
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図 1-15. Aulacoseira pusilla種群. 1-5, 14-15 A. pusilla, 6-11, 12, 13 A. tenella
　 16-18 螺旋型群体を形成するAulacoseira属の種. 16 Aulacoseira ambigua f. japonica, 17-18 Aulacoseira granulata f. spiralis
　 19 Acanthoceras zachariasii
　 20-21 Ulnaria japonica
　 1-11, 20-21 LM （bar=10µm）, 12-15 SEM （bar=5µm）, 16-19 LM.
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（4）�Synedra delicatissima var. 
angustissimaとUlnaria japonica

調 和 型 水 域 に プ ラ ン ク ト ン と し て 出 現 し、 群
体を形成せず針状の形態を持つUlnaria属は従来、
Synedra acus（var. angustissimaを 含 む ）あ る い は
Synedra delicatissima var. angustissimaと同定されてき
た。Synedra acus（var. angustissimaを含む）の同定は
Hustedtのモノグラフ（Hustedt 1930）によるものと考
えられる。Synedra delicatissima var. angustissimaの同
定はPatrick & Reimer （1966）の「北米の珪藻」による
と考えられる。Synedra delicatissima var. angustissima
のタイプもA. pusillaと同様、Tuji & Williams （2007）
によって調査され、同分類群はSynedra delicatissima 
var. delicatissimaのシノニムとされた。近年、Lange-
Bertalot & Ulrich （2014） は、 ド イ ツ でSynedra 
delicatissima var. angustissimaと扱われてきたと思われ
る分類群を種レベルで新種記載したが、これは本邦
の分類群とは明確に異なる。Tuji & Williams （2007）
は、本邦の分類群についてMeister （1914）が記載したS. 
japonicaと同定し、後にUlnaria属への組み替えを行っ
た（Tuji 2009）。Patrick & Reimer （1966）によって
Synedra delicatissima var. delicatissimaと同定された北
米の分類群もU. japonicaである（辻　未公表）。U. acus 
var. acusは付着性種であり、近年、Lange-Bertalot & 
Ulrich （2014）によってタイプ指定が行われた。形態
的にもU. japonicaとは明らかに異なる。本邦には、U. 
japonica（図20-21）より殻端部が太く、かつ膨らむこ
とにより区別できるU. delicatissima var. delicatissima
も出現する（Tuji 2009）が、後者はより浅い水域に出
現するようで、ダム湖に出現することは稀だと考えら
れる。

（5）�Fragilaria crotonensisとAsterionella 
formosa （A. gracillimaを含む）

Fragilaria crotonensis と Asterionella formosa （A. 
gracillimaを含む）は、本邦のダム湖で春と秋の循環
期に優占種として出現することが多い。小島 & 小林 

（1976）は、本邦のFragilaria crotonensisに複数の形態
を持つものが含まれていることを報告している。著
者らも殻の外形や群体のねじれ方に複数の違いがあ
り、隠蔽種の可能性が高いと考えているが、現在ま
でに詳細な分類学的検討を行う事が出来ていない。
Asterionella formosaに つ い て も 小 島 & 小 林 （1976）
は、A. gracillimaとの区別が不明瞭であると指摘して
いる。北米（Patrick & Reimer 1966）やヨーロッパ

（Patrick & Reimer 1966）のモノグラフに描かれてい

るAsterionella formosaは、両殻端の膨らみの違いが本
邦のものより顕著であり、A. gracillimaとの区別がよ
り明瞭である。本邦のAsterionella属についても隠蔽種
の可能性も視野に入れながら、タイプ調査や分子系統
解析を行う必要があるが、いまだ、出来ていない。そ
のため、スクリーニンググループのチェックリストで
は「405-1 Asterionella formosa群　A. gracillimaを含む」
として両分類群を区別せずに扱っている（辻 & 新山 
2013-2018）。

（6）�Acanthoceras zachariasiiと 
Urosolenia sp.

Acanthoceras zachariasiiとUrosolenia sp.は、従来は、
Atteya zachariasii, Rhizosolenia longisetaと呼ばれていた
種である。ダム湖では普通に出現し、優占することも
あるが、報告例は少ない。殻が極めて薄く、光学顕微
鏡下で見落としやすい。球形の黄緑色の葉緑体が目立
つため、緑藻などほかの藻類と誤同定されているのか
もしれない。また、通常の珪藻観察のための酸処理で
は殻が壊れ、消えてしまう。微分干渉顕微鏡や位相差
顕微鏡があると観察しやすいが、慣れれば特徴的な葉
緑体から通常の明視野顕微鏡でも容易に区別できる。
あるいはカバーグラスに検体を一滴たらして乾燥さ
せ、四隅のみを固定する、空気スライドによって観察
することも良く行われる（辻 & 新山 2013-2018）。

3．おわりに

上述したように本邦における淡水域の浮遊珪藻研
究の初期において、Hustedtのモノグラフ（Hustedt 
1930）にもとづいた同定が行われ、その成果が広く
普及されたことや、その後の研究が分類学的検討に
SEMを用いる必要がある小型のタラシオシラ科の
中心類珪藻が中心になった（Kobayasi & Kobayashi 
1987）ことから、湖沼で優占するような普通種の分類
学的検討が遅れた。近年、欧米の博物館に収められて
いるタイプについての写真等の情報が蓄積してきたこ
とから、本邦の種との直接比較が可能になり、本邦の
普通種の分類学的検討が進んだ（辻彰洋 2009）。しか
しながら、植物プランクトンモニタリングの現場にお
いて、旧来の学名と新しく提案された学名が混在して
いる状況が続いている。著者らはその解決のために
スクリーニンググループのチェックリスト（辻彰洋 & 
新山優子 2013-2018）を作成し公開されてきたが、未
だに旧来の学名での報告が見られる。そのため、本報
では、新しく提案された学名の背景について、旧来の
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学名と比較しながら論じた。この報告が、植物プラン
クトンモニタリングの改善につながれば幸いである。
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